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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　壁修理用組成物であって、
　２０重量％～８０重量％の水性ラテックス結合剤エマルションであって、１５℃～３５
℃の間のガラス転移温度を有する結合剤を含む、水性ラテックス結合剤エマルションと、
　そのほぼ１００重量％が合成無機充填剤によって構成される２０重量％～７０重量％の
無機充填剤と、
　少なくとも１個のエーテル結合を有し、かつ１個以下の水酸基を有する０．０２５重量
％～２．５重量％の少なくとも１種類の有機エーテル平滑剤と、
　０．１重量％未満の有機ポリマー増粘剤と、
　を含む、壁修理用組成物であって、
　（ａ）前記水性ラテックス結合剤エマルションは、少なくとも１種類のポリマー樹脂結
合剤を含み、その結合剤は、アクリルポリマー及びそのコポリマー、ポリ酢酸ビニルポリ
マー及びそのコポリマー、エチレン酢酸ビニルポリマー及びそのコポリマー、スチレン－
ブタジエンポリマー及びそのコポリマー、ポリアクリルアミドポリマー及びそのコポリマ
ー、天然ゴムラテックス、天然及び合成デンプン、カゼイン、並びにこれらの混合物から
なる群から選択され、
　（ｂ）前記合成無機充填剤は、ガラス気泡、セラミックマイクロスフェア、合成粘土、
沈殿シリカ、フュームドシリカ、ガラス状シリカ、合成二酸化チタン、合成又は沈殿炭酸
カルシウム、及びこれらの混合物からなる群から選択され、
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　（ｃ）前記有機エーテル平滑剤は、
　（１）プロピレングリコールブチルエーテル、プロピレングリコールメチルエーテル、
プロピレングリコールプロピルエーテル、プロピレングリコールフェニルエーテル、エチ
レングリコールブチルエーテル、エチレングリコールプロピルエーテル、エチレングリコ
ールヘキシルエーテル、及びエチレングリコールフェニルエーテル、並びにこれらの混合
物からなる群、
　（２）ジプロピレングリコールブチルエーテル、ジプロピレングリコールメチルエーテ
ル、ジプロピレングリコールプロピルエーテル、ジエチレングリコールブチルエーテル、
ジエチレングリコールメチルエーテル、ジエチレングリコールヘキシルエーテル、及びジ
エチレングリコールエチルエーテル、並びにこれらの混合物からなる群、
　（３）トリプロピレングリコールメチルエーテル、トリエチレングリコールブチルエー
テル、トリエチレングリコールエチルエーテル、トリエチレングリコールメチルエーテル
、並びにこれらの混合物からなる群、
　（４）ジプロピレングリコールジメチルエーテル、プロピレングリコールメチルエーテ
ルアセテート、ジプロピレングリコールメチルエーテルアセテート、エチレングリコール
ブチルエーテルアセテート、ジエチレングリコールブチルエーテルアセテート、並びにこ
れらの混合物からなる群、
のいずれかから選択されるか、あるいは、
　（５）それらの混合物であり、又、
　（ｄ）前記有機ポリマー増粘剤は、メチルセルロース、ヒドロキシプロピルセルロース
、ヒドロキシプロピルメチルセルロース、ヒドロキシエチルセルロース、ヒドロキシエチ
ルメチルセルロース、ヒドロキシエチルヒドロキシプロピルセルロース、エチルヒドロキ
シエチルセルロース、及びカルボキシメチルセルロースナトリウム、あるいは、ポリエチ
レングリコール、ポリエチレンオキシド、ポリビニルアルコール、グアーガム、キサンタ
ンガム、アルギン酸塩、トラガカントガム、ペクチン、アミロペクチン、デキストラン、
ポリデキストロースからなる群から選択される、
壁修理用組成物。
【請求項２】
　合成無機充填剤がほぼ球形の合成粒子からなり、前記粒子が、一組のガラス気泡と一組
のセラミックマイクロスフェアからなり、前記セラミックマイクロスフェアの中央粒径に
対する前記ガラス気泡の中央粒径の比が５：１～４０：１の範囲内である、請求項１に記
載の壁修理用組成物。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　建物の内壁は、しばしば石膏製のウォールボードパネル（ドライウォールと呼ばれる場
合もある）を使用して構成されている。空洞、窪み、穴などが存在しうる場所（欠陥又は
破損により）には、壁修理用混合物（しばしば「スパックリング」と呼ばれる）を用いて
こうした空洞を充填することが一般的に行われている。従来の壁修理用混合物はしばしば
、１以上の無機充填剤、１以上のポリマー樹脂結合剤、並びに各種の増粘剤及び他の添加
剤を含んでいる。詳細には、他の無機充填剤の中でも、ガラス気泡、中空のシリカ、又は
膨張させたパーライトなどの比較的低密度の充填剤をしばしば含有する軽量の壁修理用混
合物が開発されている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００２】
　壁修理用混合物はしばしば多量の水分を含んでいるため（例えば、約２０重量％よりも
多い）、壁修理用混合物が壁に塗布された後、一定の期間にわたって水分が蒸発して乾燥
、固化した材料が形成され、これをサンドペーパーで磨いたり塗料を塗ったりする場合が
ある。
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【課題を解決するための手段】
【０００３】
　本明細書では、少なくとも１以上のポリマー結合剤ラテックスエマルション及び無機充
填剤とを含み、更に、調合された壁修復用混合物の約０．１重量％未満の所定量の有機ポ
リマー増粘剤を含む、軽量の壁修理用混合物を開示する。
【０００４】
　異なる実施形態において、本明細書で開示する軽量の壁修理用混合物は、壁修理用混合
物中の無機充填剤の少なくとも９５、９９又はほぼ１００重量％が合成無機充填剤（本明
細書中で定義する）によって構成されるように選択された無機充填剤系を含む。これらの
実施形態の少なくとも一部のものの１つの利点として、合成無機充填剤が、天然の無機鉱
物充填剤よりも（例えば、エンドユーザーにとって）好ましい外観を有しうる点がある。
【０００５】
　特定の実施形態では、本明細書で開示する軽量の壁修理用混合物は、混合物が容易に塗
布できる（例えば、垂直な壁に塗布された際に、流れたり、垂れさがったり、落ち込んだ
りはしないが、容易に塗り広げることができる）ように、混合物の粘稠度に有利な影響を
及ぼすことが示されている１以上の有機エーテル平滑剤を含む。本発明者らは、こうした
有機エーテル平滑剤を少量（例えば、約０．０２５～約２．５重量％）添加することで、
有利かつ予想外の技術的効果が得られることを見出した。
【０００６】
　本発明者らは、本明細書で開示する組成物の少なくとも特定のものは、その有利な点と
して、塗布された混合物の乾燥時の収縮率が極めて低くなっており、そのためひび割れ、
変形などを生じさせることなく混合物を乾燥させることができる。本明細書で開示する少
なくとも特定の実施形態の更なる利点の１つとして、壁修理用混合物が、凍結防止混合物
などの成分を添加する必要なく使用可能な形態で凍結／融解サイクルを通じて維持される
点がある。本明細書で開示する少なくとも特定の実施形態の更なる利点の１つとして、壁
修理用混合物が、誤って少量の水分を蒸発により失ってしまった場合（例えば、保存容器
の蓋がしっかりと密封されていなかったことにより）、混合物に少量の水を混合すること
によって混合物をほぼ最初の形態に戻すことができる点がある。
【０００７】
　したがって、本明細書の一態様では、約２０重量％～約８０重量％の水性ラテックス結
合剤エマルションと、そのほぼ１００重量％が合成無機充填剤によって構成される約２０
重量％～約７０重量％の無機充填剤系と、少なくとも１個のエーテル結合を有し、かつ１
個以下の水酸基を有する約０．０２５重量％～約２．５重量％の少なくとも１種類の有機
エーテル平滑剤と、約０．１重量％未満の有機ポリマー増粘剤とを含む壁修理用混合物を
開示する。
【０００８】
　本明細書の別の態様では、約２０重量％～約７０重量％の無機充填剤系を含み、合成無
機充填剤がほぼ球形の合成粒子を含み、粒子が比較的大径のガラス気泡と比較的小径のセ
ラミックマイクロスフェアとを含み、セラミックマイクロスフェアの中央粒径に対するガ
ラス気泡の中央粒径の比が、約５：１～約４０：１の範囲内であるような壁修理用混合物
を開示する。
【０００９】
　本発明のこれら及び他の態様は、以下の「発明を実施するための形態」から明らかにな
るであろう。しかし、上記の要約は、請求される発明の主題に対する限定として決して解
釈されるべきではなく、本発明の主題は、手続の際に補正される場合もある特許請求の範
囲によってのみ定義されるものである。
【００１０】
　「第１」及び「第２」、並びに「大きい」及び「小さい」といった用語を本開示で使用
する場合があるが、これらの用語はあくまでその相対的な意味において使用される点は理
解されるべきである。
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【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本明細書では、壁面（石膏ウォールボード面など）の空洞、ひび割れ、穴、又は他の欠
陥を充填及び修理するのに適した混合物を開示する。こうした混合物は、少なくとも１以
上のポリマー結合剤ラテックスエマルション及び１以上の無機充填剤を含み、更に、調合
された壁修理用混合物の全重量に対して約０．１重量％未満の量の有機ポリマー増粘剤を
含んだものである。
【００１２】
　本明細書で開示する壁修理用混合物は、１種類以上の無機充填剤からなる無機充填剤系
を含む。異なる実施形態において、この無機充填剤系は、壁修理用混合物の少なくとも２
０、３０、又は４０重量％を構成する（これらの重量比率及び本明細書で開示する他のす
べての重量比率は、特に断らないかぎり壁修理用混合物の全調合重量（水を含む）に対す
るものである）。更なる実施形態では、無機充填剤系は、調合された壁修理用混合物の最
大で約７０、６０又は５０重量％を構成する。
【００１３】
　無機充填剤は、しばしば、土中から採掘される天然に存在する鉱物である。この意味に
おいて、天然無機充填剤とは、土中からその天然に存在する態で抽出された鉱物として定
義され、場合に応じて濾過、スクリーニング、砂塵除去（degretting）、ブリーチ、選鉱
、遠心分離などの精製及び／又は改変プロセスを行うことが可能であるが、それでもなお
ほぼ天然に存在する形態で使用される（場合により、より精製又は濃縮された形態であっ
てもよい）。こうした天然無機充填剤はしばしば実質的に結晶構造を有し、実質的に非球
形で、かつ／又は、ある程度不規則若しくは不均一、又は極めて不規則若しくは不均一な
形状の粒子からしばしば実質的に構成される。この意味において、水和した水分をとばす
だけの充分な（ただし、材料を溶融させ、材料の構造を結晶質から非晶質に変化させるに
は不充分な）温度に曝露することによって、か焼した鉱物もやはり天然無機充填剤である
と考えられる。この意味において、無機充填剤という用語には、有機表面基、コーティン
グなどを有するように改質された充填剤が含まれる。
【００１４】
　天然無機充填剤としては、例えば、方解石、毒重石、ルチル、アナターゼ、イルメナイ
ト、雲母、セリサイト、パーライト、タルク、石灰岩、シリカ、バライト、石膏、焼き石
膏、カオリナイト、モンモリロナイト、アタパルジャイト、イライト、サポナイト、ヘク
トライト、バイデライト、スチーブンサイト、海泡石、ベントナイト、葉蝋石、珪藻土な
どが挙げられる。
【００１５】
　特定の実施形態では、本発明で使用する無機充填剤系は、その少なくとも９５重量％、
少なくとも９９重量％、又はほぼ１００重量％が合成無機充填剤で構成される。この意味
において、ほぼ１００重量％の合成無機充填剤とは、壁修理用混合物の調合物中に用いる
ために選択された無機充填剤のすべてが合成物であり、当業者にはこうした合成無機充填
剤の標準的な製造プロセスにおいて内在する、又は不可避であることが知られているよう
に、ごく微量（場合により検出不能な量）の天然に存在する採掘された鉱物充填剤が含ま
れることを意味する。
【００１６】
　合成無機充填剤という用語には、最初の状態（天然に存在する採掘された状態でありう
る）から現在の状態に、化学合成プロセス（例えば、溶液からの沈殿、火炎加水分解によ
る生成など）によって、又は物理的合成プロセス（例えば、気相からの析出、ゾルゲル法
による固化など）によって変化、再生、再結晶、再構成などの処理がなされたあらゆる充
填剤が含まれる。合成無機充填剤という呼称には、更に、最初の状態（天然に存在する採
掘された状態でありうる）から現在の状態に、少なくとも部分的に軟化又は溶融した状態
とした後、冷却によって固化させるという物理的合成プロセスによって実質的に変化させ
られることにより、天然状態で存在しえたすべての実質的な結晶構造が実質的に消失する
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ことにより、材料が現状では実質的に非晶質の形態となっている（例えば、結晶質が約０
．５％重量未満である）ようなあらゆる充填剤も含まれる。このようなプロセスとしては
、例えば、溶融加圧成形、火炎融合などが挙げられる。
【００１７】
　この意味において、合成無機充填剤には例えば、いわゆるガラス気泡（ミネソタ州セン
トポール所在のスリー・エム社（3M Company）より３Ｍ　Ｇｌａｓｓ　Ｂｕｂｂｌｅｓの
商品名で販売されるものなど）、セラミックマイクロスフェア（スリー・エム社より３Ｍ
　Ｃｅｒａｍｉｃ　Ｍｉｃｒｏｓｐｈｅｒｅｓの商品名で販売されるものなど）、合成粘
土（例えば、テキサス州ゴンザレス所在のサザン・クレイ・プロダクツ社（Southern Cla
y Products）よりＬａｐｏｎｉｔｅの商品名で販売されるものなどの合成ケイ酸塩粘土、
沈殿シリカ、フュームドシリカ、ガラス状シリカ、合成二酸化チタン（例えば、硫酸塩プ
ロセス又は塩素プロセスによって製造される）、合成（沈殿）炭酸カルシウム（例えば、
二酸化炭素を水酸化カルシウムの溶液に通過させることによって製造される）などが挙げ
られる。
【００１８】
　この意味において、合成無機充填剤という用語には、有機表面基、コーティングなどを
有するように改質された合成無機充填剤が含まれる。
【００１９】
　異なる実施形態において、合成無機充填剤は、充填剤のバルク試料をＸ線回折法によっ
て試験した場合に、０．５、０．１、又は０．０５重量％未満の結晶性材料を含む。
【００２０】
　特定の実施形態では、本発明で使用する合成無機充填剤は、より大径の合成無機充填剤
粒子と、より小径の合成無機充填剤粒子との二峰性の粒径混合物からなる。異なる特定の
実施形態では、本発明で使用する合成無機充填剤は、より小径の充填剤に対するより大径
の充填剤の粒径比（２つの充填剤集団の中央粒径の比をとることによって得られる）が、
少なくとも約５：１、１０：１又は１５：１であるような合成無機充填剤粒子の二峰性の
粒径混合物からなる。異なる特定の実施形態では、粒径比は最大で約４０：１、３０：１
又は２０：１である。
【００２１】
　異なる実施形態では、より大きな粒径の合成無機充填剤粒子は、中央粒径が少なくとも
約１５、３０、又は４０ミクロンであり、かつ最大で約８０、６５、又は５５ミクロンで
ある。異なる実施形態では、より小さな粒径の合成無機充填剤粒子は、中央粒径が少なく
とも約１、２、又は３ミクロンであり、かつ最大で約１５、１０、又は５ミクロンである
。
【００２２】
　特定の一実施形態では、こうした合成無機充填剤はほぼ球形の粒子からなる。この意味
において、ほぼ球形とは、粒子のほぼ大半が、粒子の製造に用いられる製造プロセスで時
折見られるものとして当業者に認知されているような偶発的な偏差、形成異常といった場
合（例えば、幾分歪んだ粒子が時折生成されたり、２個以上の粒子が互いに凝集又は接着
したりする）を除けば球形であることを意味する。
【００２３】
　本明細書で定義するような好適なほぼ球形の合成無機充填剤としては、いわゆるガラス
気泡（ミネソタ州セントポール所在のスリー・エム社（3M Company）より３Ｍ　Ｇｌａｓ
ｓ　Ｂｕｂｂｌｅｓの商品名で販売されるものなど）、及びセラミックマイクロスフェア
（スリー・エム社より３Ｍ　Ｃｅｒａｍｉｃ　Ｍｉｃｒｏｓｐｈｅｒｅｓの商品名で販売
されるものなど）が挙げられる。このようなガラス気泡は、例えば米国特許第３，３６５
，３１５号及び同第４，３９１，６４６号に述べられるようなプロセスによって合成する
ことができる。このようなセラミックマイクロスフェアは、例えば米国特許第３，７０９
，７０６号及び同第４，１６６，１４７号に述べられるようなゾルゲルプロセスによって
例えば合成することができる。セラミック粒子及び／又はマイクロスフェアを製造するう
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えで潜在的に有用な他の方法について、例えば米国特許第６，０２７，７９９号に述べら
れている。
【００２４】
　特定の実施形態では、本発明で使用する合成無機充填剤は、より大径のほぼ球形の合成
無機充填剤粒子と、より小径のほぼ球形の合成無機充填剤粒子との二峰性の粒径混合物か
らなる。異なる特定の実施形態では、本発明で使用する合成無機充填剤は、ほぼ球形のよ
り小径の充填剤に対するほぼ球形のより大径の充填剤の粒径比（２つの充填剤集団の中央
粒径の比をとることによって得られる）が、少なくとも約５：１、１０：１又は１５：１
であるようなほぼ球形の合成無機充填剤粒子の二峰性の粒径混合物からなる。異なる特定
の実施形態では、粒径比は最大で約４０：１、３０：１又は２０：１である。
【００２５】
　特定の実施形態では、より大きな粒径の合成無機充填剤はガラス気泡からなり、より小
さな粒径の合成無機充填剤はセラミックマイクロスフェアからなる。異なる実施形態では
、ガラス気泡は、中央粒径が少なくとも約１５、３０、又は４０ミクロンであり、かつ最
大で約８０、６５、又は５５ミクロンである。異なる実施形態では、セラミックマイクロ
スフェアは、中央粒径が少なくとも約１、２、又は３ミクロンであり、かつ最大で約１５
、１０、又は５ミクロンである。
【００２６】
　このような混合物では、ガラス気泡の真密度はセラミックマイクロスフェアの真密度よ
りも一般に小さい。すなわち、異なる実施形態において、セラミックマイクロスフェアの
真密度は少なくとも約２．０又は２．２ｇ／ｃｃであり、かつ最大で約２．６又は２．４
ｇ／ｃｃである。異なる実施形態において、ガラス気泡の真密度は少なくとも約０．１、
０．１５、又は０．２ｇ／ｃｃであり、かつ最大で約０．６、０．４、又は０．３ｇ／ｃ
ｃである。
【００２７】
　こうした混合物では、ガラス気泡は一般に、セラミックマイクロスフェアの量に等しい
か又はそれよりも多い量で存在する。すなわち、異なる実施形態において、ガラス気泡及
びセラミックマイクロスフェアは、少なくとも約１：１（ガラス気泡／セラミックマイク
ロスフェア）、又は少なくとも約１．５：１（ガラス気泡／セラミックマイクロスフェア
）の重量比で存在する。異なる実施形態において、ガラス気泡及びセラミックマイクロス
フェアは、最大で約３：１（ガラス気泡／セラミックマイクロスフェア）、又は最大で約
２：１（ガラス気泡／セラミックマイクロスフェア）の重量比で存在する。
【００２８】
　本発明者は、上記に述べたようなほぼ球形の充填剤の使用、特にこうした充填剤の二峰
性混合物の使用により、極めて容易に塗り広げることができる一方で、垂直な壁に塗布さ
れた際に過度に垂れさがったり、流れたり、落ち込んだりすることのない壁修理用混合物
を与えることができることを確認した。
【００２９】
　本明細書で開示する壁修理用混合物は、少なくとも１種類のポリマー樹脂結合剤を含む
。こうした結合剤は、しばしば水性ラテックスエマルション（例えば、水中、４０～６０
％のポリマー樹脂結合剤の固形分）として供給される。本願における結合剤として潜在的
に適当なポリマー樹脂としては、例えば、よく知られたアクリルポリマー及びコポリマー
、ポリ酢酸ビニルポリマー及びコポリマー、エチレン酢酸ビニルポリマー及びコポリマー
、スチレン－ブタジエンポリマー及びコポリマー、ポリアクリルアミドポリマー及びコポ
リマー、天然ゴムラテックス、天然及び合成デンプン、カゼインなどが挙げられる。こう
した結合剤は、単独で又は互いに組み合わせて使用することができる。
【００３０】
　異なる実施形態において、結合剤ラテックスエマルションは、壁修理用混合物の少なく
とも約２０、３０、又は４０重量％を構成しうる。更なる実施形態では、結合剤ラテック
スエマルションは、壁修理用混合物の最大で約８０、７０、又は６０重量％を構成しうる
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。
【００３１】
　特定の実施形態では、ポリマー樹脂結合剤は、ビニルアクリルポリマー、コポリマー、
又は配合物からなる。こうした材料は、例えば、アクリレート及び／又はメタクリレート
基を有するエチレン性不飽和モノマーの重合によって製造される各種のポリマー及び／又
はコポリマーのいずれをも含みうる。こうしたビニルアクリルポリマー結合剤樹脂は、例
えば塗料業界において広く知られている。他のモノマー、ポリマー、添加剤などを様々な
目的で加えてもよい。こうしたビニルアクリル結合剤は、多くの一般的な塗料が同様の結
合剤を含んでいることから、乾燥した壁修理用混合物を含む壁を塗装する際にバリや逆バ
リ（reverse-flashing）などの一般的な問題を回避するために乾燥した壁修理用混合物を
プライミングする必要がないという特定の利点を有する。
【００３２】
　異なる実施形態において、ポリマー樹脂結合剤は、室温の周囲（例えば約１５℃～約３
５℃、又は約２０℃～約３０℃）のガラス転移温度（Ｔｇ）を有する。「ガラス転移温度
」という用語は、無論、当該技術分野では周知の用語であり、一般にポリマー分子の長範
囲の転移挙動の開始を示す軟化温度に関する。上記の温度範囲にＴｇがある場合、結合剤
は、壁修理用混合物が塗布され、乾燥させられた後に、周囲条件下で融合及び結着させる
のによく適合したものとなる。更に、室温よりもＴｇが過度に高い場合、乾燥した混合物
中で結合剤がそのＴｇを下回って比較的脆い状態となる場合があり、そのため乾燥した混
合物が過度にひび割れしやすくなるという点で不利になる場合がある。逆に、室温よりも
Ｔｇが過度に低い場合には、乾燥した壁修理用混合物が極めて軟らかくなったりゴム状と
なってサンディングなどの処理を行いにくくなるために不利となる場合がある。結合剤は
、周囲温度が変化する際に物性が比較的急激な変化を示さないように広いＴｇ（例えば、
少なくとも約５～１０℃の範囲のやや広いＴｇピーク）を有することが有利となる場合も
ある。
【００３３】
　特定の実施形態では、ラテックス結合剤エマルションは、ミシガン州ミッドランド所在
のダウ・ケミカル社（Dow Chemical）よりＵＣＡＲ　６２６の商品名で（固形分５０％の
ラテックスエマルションとして）販売されるアクリル結合剤ラテックスエマルションから
なる。
【００３４】
　従来の壁修理用混合物は、しばしば有機ポリマー増粘剤を含んでいる。こうした有機ポ
リマー増粘剤は、混合物が（例えば、垂直な壁に塗布された場合に）過度に垂れさがった
り、落ち込んだり、流れたりすることがないように、例えば壁修理用混合物の高い粘度を
与えるためにしばしば用いられる。このような有機ポリマー増粘剤は、壁修理用混合物中
に存在する水分と相互作用することによって増粘効果を示すようにしばしば設計されてい
る。したがって、一般的に使用されている有機ポリマー増粘剤は、しばしば水溶性又は水
膨潤性（例えば２２℃周辺で）である。（こうした物質は当該技術分野では、ゲル化剤、
増粘剤（bodying agents）、水分保持剤などと呼ばれることもしばしばある）。しばしば
、このような物質は、少なくとも２個、しばしば１０個、２０個、又はそれよりも多い水
酸基を有するポリヒドロキシ混合物である。
【００３５】
　こうした有機ポリマー増粘剤は、天然の生成物でもよく、かつ／又は天然の生成物から
得られるか又は誘導されるものでもよい。このような増粘剤としては、例えば多糖類又は
その誘導体、例えばよく知られたセルロースエーテル（例えば、メチルセルロース、ヒド
ロキシプロピルセルロース、ヒドロキシプロピルメチルセルロース、ヒドロキシエチルセ
ルロース、ヒドロキシエチルメチルセルロース、ヒドロキシエチルヒドロキシプロピルセ
ルロース、エチルヒドロキシエチルセルロース、及びカルボキシメチルセルロースナトリ
ウム）が挙げられる。このような増粘剤としては、例えば、ポリエチレングリコール、ポ
リエチレンオキシド（及び／又はポリエチレンオキシド／ポリプロピレンオキシドコポリ
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マー）、ポリビニルアルコール、アクリル酸及びアクリルアミドなどのエチレン性不飽和
カルボン酸及びその誘導体のポリマー又はコポリマー、グアーガム、キサンタンガム、ア
ルギン酸塩、トラガカントガム、ペクチン、アミロペクチン、デキストラン、ポリデキス
トロースなども挙げられる。
【００３６】
　このような有機ポリマー増粘剤は、例えば５００ｇ／モルよりも大きい、又は５０００
ｇ／モルよりも大きい比較的高い分子量をしばしば有している。
【００３７】
　このような有機ポリマー増粘剤は、例えば、水に加えた際に水の粘度を高める、しばし
ば大幅に高めるその性質によって当業者にも認識されうるものである。
【００３８】
　本発明者らは、特定の実施形態において、こうした有機ポリマー増粘剤の濃度を（調合
された壁修理用混合物の）所定量以下に維持することが有利であることを見出した。この
ことは、乾燥時の混合物の所望の低い収縮率を実現するうえで効果的であることが本発明
者らによって観察された。すなわち、本明細書で開示する発見は、このように低濃度の増
粘剤の存在下（又は非存在下）であっても垂れさがり、流れ、又は落ち込みに対して予想
外に有利な耐性を更に有する低収縮率の壁修理用混合物の調合を可能にするものである。
すなわち、異なる実施形態において、本明細書で開示する壁修理用混合物は、０．１、０
．０５、又は０．０２重量％未満の有機ポリマー増粘剤を含む。このような少量では、こ
うした有機ポリマー増粘剤は、当該技術分野におけるその従来の目的（すなわち、垂直な
壁に塗布される際に流れたり、垂れさがったり、落ち込んだりすることがないように混合
物の粘度を高める）を果たすのではなく、処理助剤（例えば、水性混合物中への有機充填
剤の分散を助ける）としてのみ主に機能しうる。
【００３９】
　特定の実施形態において、本発明者らは、このように有機ポリマー増粘剤の濃度を０．
１、０．０５、又は０．０２重量％よりも低い濃度に維持するという手法を、上記に述べ
たようなほぼ球形の合成無機充填剤の二峰性混合物を含む壁修理用混合物で行うことによ
って、平滑性、塗り広げやすさ、及び乾燥時の耐収縮性の特定の有利な組み合わせを有す
る混合物が得られることを見出した。
【００４０】
　本発明者らは、特定の天然又は合成無機充填剤（例えば、アタパルジャイト、ベントナ
イト、モンモリロナイト、イライト、カオリナイト、海泡石、サザン・クレイ・プロダク
ツ社（Southern Clay Products）よりＬａｐｏｎｉｔｅの商品名で販売される合成粘度な
どの粘土）は、必ずしも水溶性ではないものの、水に分散されると増粘効果（例えば、粘
度の増大）を示すことが知られている。このような材料（特に水分を吸収し、かつ／又は
水分と接触すると膨潤するもの）は、壁修理用混合物において増粘剤として一般的に使用
されており（これらは当該技術分野では、レオロジー改質剤、非レベリング剤などともし
ばしば呼ばれる）、当該技術分野においては、乾燥時の収縮に寄与することが知られてい
る（例えば、米国特許第４，８２４，８７９号に述べられている）。したがって、特定の
実施形態では、本明細書で開示する壁修理用混合物は、０．１、０．０５、又は０．０２
重量％未満の（天然又は合成の）無機増粘充填剤粘土を含む。特定の実施形態では、本明
細書で開示する壁修理用混合物は、約０．１重量％未満の無機増粘充填剤粘土を含み、更
に約０．１重量％未満の有機ポリマー増粘剤を含む。
【００４１】
　特定の実施形態では、本明細書で開示する軽量の壁修理用混合物は、混合物の粘稠度に
有利な影響を与えることが分かっている１以上の有機エーテル平滑剤を含む。詳細には、
本発明者らはこうした有機エーテル平滑剤を本明細書で開示する濃度で使用することによ
り、混合物に滑らかな粘稠度が与えられ（平滑剤がない場合、混合物はより脆い外観を呈
しうる）、例えば、垂直な壁に塗布された場合に混合物をより容易に塗り広げることがで
きるが、混合物が流れたり、垂れさがったり、落ち込んだり、細かく砕けたりすることは
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ない。上記に述べた増粘剤と異なり、こうした平滑剤は、壁修理用混合物の見かけ粘度を
増大させるのではなく（ただし、やはり許容できない垂れさがり又は落ち込みは生じずに
）、低下させるように機能するようである。
【００４２】
　本発明者らは、こうした有機エーテル平滑剤の存在により、誤って混合物が水分を失っ
てしまった場合に（例えば、容器が長時間開いたままであったような場合）、少量の水を
加えることによって上記に述べたような滑らかな粘稠度に戻る性質が高められることも見
出した。本発明者らは、こうした平滑剤の非存在下で水を加えると混合物の粘度を低下さ
せるだけであり、許容できない垂れさがり又は落ち込みが生ずることを見出した。
【００４３】
　特定の実施形態において、本発明者らはこのような有機エーテル平滑剤を、上記に述べ
たようなほぼ球形の合成無機充填剤の二峰性混合物を含む壁修理用混合物に用いることに
よって、平滑性、塗り広げやすさ、及び流れたり、落ち込んだり、垂れさがったりするこ
とに対する耐性の特定の有利な組み合わせを有する混合物が得られることを見出した。
【００４４】
　更なる特定の実施形態では、本発明者らはこのような平滑剤を、上記に述べたようなほ
ぼ球形の合成無機充填剤の二峰性混合物を含み、かつ有機ポリマー増粘剤の濃度が０．１
、０．０５、又は０．０２重量％未満であるような壁修理用混合物に用いることによって
、平滑性、塗り広げやすさ、乾燥時の耐収縮性、及び流れたり、落ち込んだり、垂れさが
ったりすることに対する耐性の特定の有利な組み合わせを有する混合物が得られることを
見出した。
【００４５】
　本明細書で定義するような有機エーテル平滑剤は、１個以下の水酸基（－ＯＨ）を有し
、更に少なくとも１個のエーテル結合（Ｃ－Ｏ－Ｃ）を有し、分子量が約２５０ｇ／モル
であるような炭化水素分子を含む。いくつかの実施形態では、有機エーテル平滑剤は、当
該技術分野において一般にグリコールエーテルとして知られる混合物であって、主鎖に１
以上のエーテル結合を含む炭化水素鎖を有し、１個の水酸基を有するような混合物を１以
上含む。水酸基は、例えば、主鎖の末端の炭素に結合していてもよく、主鎖の末端の炭素
の隣の炭素に結合していてもよく、あるいは分子の他の特定の炭素に結合していてもよい
。
【００４６】
　いくつかの実施形態では、有機エーテル平滑剤は、炭化水素鎖中に１個以上のエーテル
結合を含みかつ水酸基を有さない１以上の炭化水素分子を含む。特定の実施形態では、有
機エーテル平滑剤は、主鎖中に１個以上のエーテル結合を含みかつアセテート基を有する
１以上の混合物を含む。
【００４７】
　上記の場合のいずれにおいても、直鎖は、その鎖の炭素の少なくとも一部に１個以上の
メチル基又は他のアルキル基が結合していてよく、例えばフェニル基などの他の基を有し
てもよい。
【００４８】
　いくつかの実施形態では、こうした有機エーテル平滑剤は、約９０ｇ／モル～約２５０
ｇ／モルの分子量を有する。いくつかの実施形態では、こうした有機エーテル平滑剤は、
室温（例えば２２℃）で液体である。いくつかの実施形態では、こうした有機エーテル平
滑剤は、水との部分的又は完全な混和性を有する一方で、水に加えた際に水の粘度を実質
的に増大させない。
【００４９】
　この点で、これらの有機エーテル平滑剤は、上記に述べたような多数の（少なくとも２
個の）水酸基を有する比較的高分子量のポリヒドロキシ物質などの有機ポリマー増粘剤と
は区別される。この点で、これらの有機エーテル平滑剤は、多数の水酸基を持たない場合
もあるが、分子を比較的親水性とする多数の（例えば４個よりも多い）エーテル結合を有
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する（これらの一方又は両方により、有機エーテル平滑剤は周知の性能で水性増粘剤とし
て機能しうる）ようなポリ（エチレンオキシド）及び／又はポリエチレングリコール並び
にそれらの誘導体などの有機ポリマー増粘剤とも区別される。
【００５０】
　したがって以上をまとめると、本明細書で開示する有機エーテル平滑剤は、その化学式
及び／又は化学構造に基づき、かつ／又は、壁修理用混合物に使用される場合に平滑剤の
見かけ粘度の低下効果によって、かつ／又は、従来の増粘剤でしばしばみられるような乾
燥時の比較的高い収縮率が見られないことによって、従来の増粘剤とは区別することがで
きる。
【００５１】
　本明細書で開示する有機エーテル平滑剤は、多数の水酸基を有する比較的小さな低分子
量（例えば、約２５０ｇ／モル未満）の分子とも区別することができる。本発明者らによ
って、こうした低分子量のポリヒドロキシ分子は、本明細書で開示する平滑剤の有利な効
果を有さないことが示された。本発明者らは、例えば、グリセリン（分子量＝９２ｇ／モ
ル、３個の水酸基を有する）を含む壁修理用調合物を調合したところ、上記に述べた組成
物の特定の有利な性質を欠く、より粘り気のある粘稠度を示すことが分かった。こうした
低分子量のポリヒドロキシ分子は、壁修理用混合物中にしばしば見られる（例えば、米国
特許第４，６２９，７５１号に特定の壁修理用混合物のゲル化を阻害する目的で使用する
ことができるものとして述べられている）。したがって、特定の実施形態では、本明細書
で開示する壁修理用混合物は、０．１、０．０５、又は０．０２重量％未満の低分子量の
ポリヒドロキシ分子を含む。
【００５２】
　したがって以上をまとめると、本発明者らは、理論又は機構によって限定されることを
望まずに言えば、ポリヒドロキシ増粘剤、ポリエーテル増粘剤（ポリエチレングリコール
及びポリエチレンオキシドなど）、及び更にはポリヒドロキシ小分子（グリセリンなど）
といった物質は、水酸基及び／又はエーテル基などの親水基を充分な数で有することによ
り、壁修理用混合物中の水分、及び／又は、混合物中の無機充填剤の表面と相互作用する
ことによって、少なくともシステムの粘度を増大させ、場合によりネットワーク状の構造
を形成するものと考える。これに対して、本明細書で述べる有機エーテル平滑剤は、こう
したネットワーク構造を形成する性質はそれほど高くないことが考えられ（このことは、
有機エーテル平滑剤が大幅に粘度を高めないことを説明しうる）、更に本発明者らが本明
細書で述べたような有利な効果（例えば、過度の垂れさがり又は落ち込みなどを生ずるこ
となく粘度を見かけ上低下させ、塗り広げやすさを高める）を与える他の何らかの相互作
用を行いうるものと考えられる。
【００５３】
　本発明者らが認識するところによると、特定のグリコールエーテル及びこれに類する混
合物がラテックス塗料及びコーティング産業において使用されており、当業者によれば、
しばしばその用途は、ラテックスの乾燥時にポリマー樹脂結合剤の結着を促進することで
あるとされている。これに対して、本発明における使用では、こうした平滑剤の最も明ら
かな有利な効果は、混合物の乾燥時に生ずるいずれの明らかな効果でもなく、調合された
混合物に滑らかな粘稠度を与えることであると考えられる。このことと関連が考えられる
こととして、こうした平滑剤の有益な効果は、例えば塗料業界においてグリコールエーテ
ルが一般的に使用されているよりも（これに関しては、例えば米国特許第４，２８３，３
２０号を参照）はるかに低い濃度で生ずることが本発明者らによって見出されている。
【００５４】
　したがって、異なる実施形態において、本明細書で開示する壁修理用混合物は、全体で
（調合された全壁修理用混合物の）最大約２．５重量％、最大約１．５重量％、又は最大
約０．５重量％の量で存在する１以上の有機エーテル平滑剤を含む。異なる更なる実施形
態において、１以上の有機エーテル平滑剤は、全体で少なくとも約０．０２５重量％、少
なくとも約０．０５重量％、又は少なくとも約０．１５重量％の量で存在する。
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【００５５】
　好適な有機エーテル平滑剤は、例えば、ダウ・ケミカル社（Dow Chemical）（ミシガン
州ミッドランド）よりＤＯＷ　Ｐ－シリーズグリコールエーテル及びＤＯＷ　Ｅ－シリー
ズグリコールエーテル（例えば、ＤＯＷＡＮＯＬ、ＣＡＲＢＩＴＯＬ及びＣＥＬＬＯＳＯ
ＬＶＥの商品名で販売される各種製品を含む）の商品名で販売される製品、並びにこれら
の混合物から選択することができる。
【００５６】
　いくつかの実施形態では、有機エーテル平滑剤は、ちょうど１個の水酸基とちょうど１
個のエーテル基を有する有機エーテルから選択される。このグループには、例えば、プロ
ピレングリコールブチルエーテル（ダウ・ケミカル社（Dow Chemical）よりＤＯＷＡＮＯ
Ｌ　ＰｎＢの商品名で販売される）、プロピレングリコールメチルエーテル（ダウ・ケミ
カル社よりＤＯＷＡＮＯＬ　ＰＭの商品名で販売される）、プロピレングリコールプロピ
ルエーテル（ダウ・ケミカル社よりＤＯＷＡＮＯＬ　ＰｎＰの商品名で販売される）、プ
ロピレングリコールフェニルエーテル（ダウ・ケミカル社よりＤＯＷＡＮＯＬ　ＰＰｈの
商品名で販売される）、エチレングリコールブチルエーテル（ダウ・ケミカル社よりＢｕ
ｔｙｌ　ＣＥＬＬＯＳＯＬＶＥの商品名で販売される）、エチレングリコールプロピルエ
ーテル（ダウ・ケミカル社よりＰｒｏｐｙｌ　ＣＥＬＬＯＳＯＬＶＥの商品名で販売され
る）、エチレングリコールヘキシルエーテル（ダウ・ケミカル社よりＨｅｘｙｌ　ＣＥＬ
ＬＯＳＯＬＶＥの商品名で販売される）、エチレングリコールフェニルエーテル（ダウ・
ケミカル社よりＤＯＷＡＮＯＬ　Ｅｐｈの商品名で販売される）、及びこれらの混合物が
含まれる。
【００５７】
　いくつかの実施形態では、平滑剤は、ちょうど１個の水酸基とちょうど２個のエーテル
基を有する有機エーテルから選択される。このグループには、例えば、ジプロピレングリ
コールブチルエーテル（ダウ・ケミカル社よりＤＯＷＡＮＯＬ　ＤＰｎＢの商品名で販売
される）、ジプロピレングリコールメチルエーテル（ダウ・ケミカル社よりＤＯＷＡＮＯ
Ｌ　ＤＰＭの商品名で販売される）、ジプロピレングリコールプロピルエーテル（ダウ・
ケミカル社よりＤＯＷＡＮＯＬ　ＤＰｎＰの商品名で販売される）、ジエチレングリコー
ルブチルエーテル（ダウ・ケミカル社よりＢｕｔｙｌ　ＣＡＲＢＩＴＯＬの商品名で販売
される）、ジエチレングリコールメチルエーテル（ダウ・ケミカル社よりＭｅｔｈｙｌ　
ＣＡＲＢＩＴＯＬの商品名で販売される）、ジエチレングリコールヘキシルエーテル（ダ
ウ・ケミカル社よりＨｅｘｙｌ　ＣＡＲＢＩＴＯＬの商品名で販売される）、ジエチレン
グリコールエチルエーテル（ダウ・ケミカル社よりＣＡＲＢＩＴＯＬの商品名で販売され
る）、これらの混合物、及び／又は、ちょうど１個のエーテル基を有する上記に列記した
有機エーテルとの混合物が含まれる。
【００５８】
　いくつかの実施形態では、平滑剤は、ちょうど１個の水酸基とちょうど３個のエーテル
基を有する有機エーテルから選択される。このグループには、例えば、トリプロピレング
リコールメチルエーテル（ダウ・ケミカル社よりＤＯＷＡＮＯＬ　ＴＰＭの商品名で販売
される）、トリエチレングリコールブチルエーテル（ダウ・ケミカル社よりＢｕｔｏｘｙ
ｔｒｉｇｌｙｃｏｌの商品名で販売される）、トリエチレングリコールエチルエーテル（
ダウ・ケミカル社よりＥｔｈｏｘｙｔｒｉｇｌｙｃｏｌの商品名で販売される）、及びト
リエチレングリコールメチルエーテル（ダウ・ケミカル社よりＭｅｔｈｏｘｙｔｒｉｇｌ
ｙｃｏｌの商品名で販売される）、これらの混合物、及び／又は、ちょうど１個又はちょ
うど２個のエーテル基を有する上記に列記した有機エーテルとの混合物が含まれる。
【００５９】
　いくつかの実施形態では、平滑剤は、少なくとも１個のエーテル基を有するが水酸基は
有さない有機エーテルから選択される。こうした分子は例えば、１個、２個、又は３個の
エーテル基を有し、その例としては例えば、ジプロピレングリコールジメチルエーテル（
ダウ・ケミカル社よりＰＲＯＧＬＹＤＥ　ＤＭＭの商品名で販売される）が含まれる。特
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定の実施形態では、こうした円滑剤は、少なくとも１個のエーテル基とアセテート基を有
してよく、例えば、プロピレングリコールメチルエーテルアセテート（ダウ・ケミカル社
よりＤＯＷＡＮＯＬ　ＰＭＡの商品名で販売される）、ジプロピレングリコールメチルエ
ーテルアセテート（ダウ・ケミカル社よりＤＯＷＡＮＯＬ　ＤＰＭＡの商品名で販売され
る）、エチレングリコールブチルエーテルアセテート（ダウ・ケミカル社よりＢｕｔｙｌ
　ＣＥＬＬＯＳＯＬＶＥ　Ａｃｅｔａｔｅの商品名で販売される）、ジエチレングリコー
ルブチルエーテルアセテート（ダウ・ケミカル社よりＢｕｔｙｌ　ＣＡＲＢＩＴＯＬ　Ａ
ｃｅｔａｔｅの商品名で販売される）、これらの混合物、及び／又は１個の水酸基を有す
る上記に列記した有機エーテルとの混合物が含まれる。
【００６０】
　上記に述べた成分以外に、他の成分を壁修理用混合物に加えることもできる。これらの
他の成分としては、例えば水があり、例えば粘度の最終的な調整のために製造プロセスの
最後に加えることができる。したがって、特定の実施形態では、水（水性ラテックス結合
剤エマルション中に存在する水以外に）を調合物に加えることができる。添加することが
できる他の添加剤としては、保存時に壁修理用混合物に有益な効果をもたらしうるばかり
でなく、乾燥した壁修理用混合物上にカビや真菌類が増殖する可能性を最小に抑える働き
をする防腐剤がある。すなわち、特定の実施形態では、本明細書で開示する壁修理用混合
物は、少なくとも約０．１、０．２又は０．３重量％の防腐剤を含んでよい。更なる実施
形態では、本明細書で開示する壁修理用混合物は、最大で約０．８重量％、０．６又は０
．４重量％の防腐剤を含んでよい。好適な防腐剤としては、例えば、ニュージャージー州
フローハムパーク所在のトロイ社（Troy Corporation）よりＭｅｒｇａｌ　１９２及びＰ
ｏｌｙｐｈａｓｅ　Ｐ２０Ｔの商品名で販売されるものが挙げられる。
【００６１】
　本明細書で開示する壁修理用混合物は、特定の場合に乾燥、硬化した壁修理用混合物を
サンディングする際に発生する空気中の塵芥粒子の量を更に低減する働きをする塵芥低減
剤を更に含んでもよい。例示的な添加剤としては、オイル（鉱物油、植物油、及び動物油
）、ワックス（天然及び合成ワックスなど）などが挙げられる。
【００６２】
　凍結防止剤、界面活性剤、消泡剤、可塑剤（例えば、使用されるポリマー結合剤に対す
る）、強化繊維など（ただしこれらに限定されない）の他の成分を様々な目的で添加する
こともできる。こうした添加剤は、壁修理用混合物の上記に述べた壁修理用混合物の性質
を損なわないかぎりにおいて添加することができる。
【００６３】
　以下の実施例は、あくまで説明を目的としたものであって、いかなる意味においても発
明の範囲を限定するものとして解釈されるべきではない点は理解されるべきである。
【実施例】
【００６４】
　（実施例１）
　以下の一般的な方法によって壁修理用混合物のバッチを合成した。以下の装置、すなわ
ちＣｏｗｌｅｓブレードを備えた高剪断ミキサー及び低剪断（Ｈｏｂａｒｔ）ミキサーを
用いた。ＵＣＡＲ　Ｌａｔｅｘ　６２６（結合剤エマルション）は、ダウ・ケミカル社（
Dow Chemical）より入手した。Ｋ－２０ガラス気泡は、スリー・エム社（3M Company）よ
り入手した。Ｗ２１０セラミックマイクロスフェアは、スリー・エム社より入手した。Ｐ
ｏｌｙｐｈａｓｅ　Ｐ２０Ｔ及びＭｅｒｇａｌ　１９２殺菌剤は、トロイ社（Troy Corpo
ration）より入手した。プロピレングリコールブチルエーテル（ＣＡＳ番号５１３１－６
６－８）は、ミズーリ州セントルイス所在のシグマ・アルドリッチ社（Sigma-Aldrich）
より製品番号４８４４１５のものを入手した（ダウ・ケミカル社よりＤｏｗａｎｏｌ　Ｐ
ｎＢの商品名で入手される製品とほぼ同等のものと考えられる）。ＵＣＡＲ　６２６水性
結合剤エマルションを、低速に設定したオーバーヘッド駆動式のＣｏｗｌｅｓ混合ブレー
ドで攪拌されている適当なサイズのビーカーに加えた。次いで、低速で攪拌しながらＰ２
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０Ｔ、１９２、及びプロピレングリコールブチルエーテルを順次加えた。この後、ミキサ
ーを最初に低速に設定してＷ２１０セラミックマイクロスフェアをゆっくりと加えた。セ
ラミックマイクロスフェアの添加により混合物の粘度が増すに従って、ミキサーの速度を
増大させた。添加の終了後、このプレミックスの混合を約５分継続した。次いで、直ちに
プレミックスを以下の工程に用いた。すなわち、ガラス気泡充填剤の最終的な全体量の約
３０％を低剪断ミキサーの混合用ボールに加えた。次に、プレミックスをゴムベラを使っ
てミキサーに加え、ミキサーを低速で始動させた。ガラス気泡の残部を低剪断混合用ボー
ルにゆっくりと加えた。ガラス気泡の添加が終了した後、ミキサーの速度を約１分間、中
速に、次いで約２分間高速に増大させた。次いでミキサーを停止させ、そのバッチを視察
した。次いで、混合物をフタ付きのプラスチック製バケットに移して保存した。
【００６５】
　実施例１について表１に列記したすべての成分は、調合された壁修理用混合物に対する
重量％である（ＵＣＡＲ　６２６は、本明細書で上記に述べたように全固形分が５０％で
ある水性エマルションである）。バッチサイズは約２ｋｇであった。本実施例及び他の実
施例において記載される比率は、使用した装置及び測定値の精度及び許容誤差を反映した
ものであることは理解されるべきである。
【００６６】
【表１】

【００６７】
　（実施例２）
　以下の一般的な方法によって壁修理用混合物のバッチを合成した。以下の装置、すなわ
ち、Ｃｏｗｌｅｓブレードを備えた高剪断ミキサー、及び低剪断（Ｈｏｂａｒｔ）ミキサ
ーを用いた。ＵＣＡＲ　Ｌａｔｅｘ　６２６（結合剤エマルション）は、ダウ・ケミカル
社（Dow Chemical）より入手した。Ｋ－２０ガラス気泡は、スリー・エム社（3M Company
）より入手した。Ｗ２１０セラミックマイクロスフェアは、スリー・エム（3M Company）
社より入手した。Ｐｏｌｙｐｈａｓｅ　Ｐ２０Ｔ及びＭｅｒｇａｌ　１９２殺菌剤は、ト
ロイ社（Troy Corporation）より入手した。プロピレングリコールブチルエーテル（ＣＡ
Ｓ番号５１３１－６６－８）は、ミズーリ州セントルイス所在のシグマ・アルドリッチ社
（Sigma-Aldrich）より製品番号４８４４１５のものを入手した（ダウ・ケミカル社より
Ｄｏｗａｎｏｌ　ＰｎＢの商品名で入手される製品とほぼ同等のものと考えられる）。Ｕ
ＣＡＲ　６２６水性結合剤エマルションを、低速に設定したオーバーヘッド駆動式のＣｏ
ｗｌｅｓ混合ブレードで攪拌されている適当なサイズのビーカーに加えた。次いで、低速
で攪拌しながらＰ２０Ｔ、１９２、及びプロピレングリコールブチルエーテルを順次加え
た。この後、ミキサーを最初に低速に設定してＷ２１０セラミックマイクロスフェアをゆ
っくりと加えた。セラミックマイクロスフェアの添加により混合物の粘度が増すに従って
、ミキサーの速度を増大させた。添加の終了後、このプレミックスの混合を約５分継続し
た。次いで、直ちにプレミックスを以下の工程に用いた。すなわち、ガラス気泡充填剤の
最終的な全体量の約３０％を低剪断ミキサーの混合用ボールに加えた。次に、プレミック
スをゴムベラを使ってミキサーに加え、ミキサーを低速で始動させた。ガラス気泡の残部
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を低剪断混合用ボールにゆっくりと加えた。ガラス気泡の添加が終了した後、ミキサーの
速度を約１分間、中速に、次いで約２分間高速に増大させた。次いでミキサーを停止させ
、そのバッチを視察した。次いで構成成分としての水を加えて粘度を所望の粘度に調整し
、再びミキサーを高速で短時間、バッチが均一に見えるようになるまで運転した。次いで
、混合物をフタ付きのプラスチック製バケットに移して保存した。
【００６８】
　実施例２について表２に列記したすべての成分は、調合された壁修理用混合物に対する
重量％である（構成成分としての水について記載した重量％は、上記に述べたように粘度
の調整のために加えた水にＵＣＡＲエマルション中に存在する水分を加えたものである）
。バッチサイズは約１．８ｋｇであった。
【００６９】
【表２】

【００７０】
　（実施例３）
　以下の一般的な方法によって壁修理用混合物のバッチを合成した。以下の装置、すなわ
ち、Ｃｏｗｌｅｓブレードを備えた高剪断ミキサー、及び低剪断（Ｈｏｂａｒｔ）ミキサ
ーを用いた。ＵＣＡＲ　Ｌａｔｅｘ　６２６（結合剤エマルション）は、ダウ・ケミカル
社（Dow Chemical）より入手した。Ｋ－２０ガラス気泡は、スリー・エム社（3M Company
）より入手した。Ｗ２１０セラミックマイクロスフェアは、スリー・エム社より入手した
。Ｐｏｌｙｐｈａｓｅ　Ｐ２０Ｔ及びＭｅｒｇａｌ　１９２殺菌剤は、トロイ社（Troy C
orporation）より入手した。プロピレングリコールブチルエーテル（ＣＡＳ番号５１３１
－６６－８）は、ミズーリ州セントルイス所在のシグマ・アルドリッチ社（Sigma-Aldric
h）より製品番号４８４４１５のものを入手した（ダウ・ケミカル社よりＤｏｗａｎｏｌ
　ＰｎＢの商品名で入手される製品とほぼ同等のものと考えられる）。ＵＣＡＲ　６２６
水性結合剤エマルションを、低速に設定したオーバーヘッド駆動式のＣｏｗｌｅｓ混合ブ
レードで攪拌されている適当なサイズのビーカーに加えた。次いで、低速で攪拌しながら
Ｐ２０Ｔ、１９２、及びプロピレングリコールブチルエーテルを順次加えた。この後、ミ
キサーを最初に低速に設定してＷ２１０セラミックマイクロスフェアをゆっくりと加えた
。セラミックマイクロスフェアの添加により混合物の粘度が増すに従って、ミキサーの速
度を増大させた。添加の終了後、このプレミックスの混合を約５分継続した。次いで、直
ちにプレミックスを以下の工程に用いた。すなわち、ガラス気泡充填剤の最終的な全体量
の約３０％を低剪断ミキサーの混合用ボールに加えた。次に、プレミックスをゴムベラを
使ってミキサーに加え、ミキサーを低速で始動させた。ガラス気泡の残部を低剪断混合用
ボールにゆっくりと加えた。ガラス気泡の添加が終了した後、ミキサーの速度を約１分間
、中速に、次いで約２分間高速に増大させた。次いでミキサーを停止させ、そのバッチを
視察した。次いで構成成分としての水を加えて粘度を所望の粘度に調整し、再びミキサー
を高速で短時間、バッチが均一に見えるようになるまで運転した。次いで、混合物をフタ
付きのプラスチック製バケットに移して保存した。
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【００７１】
　実施例３について表３に列記したすべての成分は、調合された壁修理用混合物に対する
重量％である（構成成分としての水について記載した重量％は、上記に述べたように粘度
の調整のために加えた水にＵＣＡＲエマルション中に存在する水分を加えたものである）
。バッチサイズは約１．８ｋｇであった。
【００７２】
【表３】

【００７３】
　（実施例４）
　以下の一般的な方法によって壁修理用混合物のバッチを合成した。以下の装置、すなわ
ち、Ｃｏｗｌｅｓブレードを備えた高剪断ミキサー、及び低剪断（Ｈｏｂａｒｔ）ミキサ
ーを用いた。ＵＣＡＲ　Ｌａｔｅｘ　６２６（結合剤エマルション）は、ダウ・ケミカル
社（Dow Chemical）より入手した。Ｋ－２０ガラス気泡は、スリー・エム社（3M Company
）より入手した。炭酸カルシウムは、イー・エム・ディー・ケミカル社（EMD Chemicals
）より商品名ＣＸ０１１０５のものを入手した。Ｐｏｌｙｐｈａｓｅ　Ｐ２０Ｔ及びＭｅ
ｒｇａｌ　１９２殺菌剤は、トロイ社（Troy Corporation）より入手した。プロピレング
リコールブチルエーテル（ＣＡＳ番号５１３１－６６－８）は、ミズーリ州セントルイス
所在のシグマ・アルドリッチ社（Sigma-Aldrich）より製品番号４８４４１５のものを入
手した（ダウ・ケミカル社よりＤｏｗａｎｏｌ　ＰｎＢの商品名で入手される製品とほぼ
同等のものと考えられる）。所望量の水を適当なサイズのビーカーに加えた後、低速に設
定したオーバーヘッド駆動式のＣｏｗｌｅｓ混合ブレードで攪拌した。次いで、キサンタ
ンガムをゆっくりと加えた。ガムが水に溶解するに従って粘度が増大したため、ミキサー
の速度を増大させた。次いで、攪拌を継続しながらプロピレングリコールブチルエーテル
及びＭｅｒｇａｌ　１９２を加えた。この後、高速で攪拌しながら炭酸カルシウムを加え
た。次いで、このプレミックスを以下のようにして加えた。
【００７４】
　低剪断ミキサーのボールにＵＣＡＲ　６２６及びＰｏｌｙｐｈａｓｅ　Ｐ２０Ｔを入れ
た。次いで上記のプレミックスを加え、混合物を比較的均質となるまで低速で攪拌した。
次に、低速で攪拌を継続しながらＫ－２０ガラス気泡をゆっくりと加えた。ガラス気泡の
添加が終了した後、ミキサーを高速で約１分間運転した。次いで混合用ボールを下げて、
ボールの壁をヘラで掻いて空洞やポケットが残っていないようにした。次いで混合用ボー
ルを定位置に再び戻し、ミキサーを高速で更に約１分間運転した。次いでミキサーを停止
させ、そのバッチを視察した。次に、混合物をフタ付きのプラスチック製バケットに移し
た。実施例４について表４に列記したすべての成分は、調合された壁修理用混合物に対す
る重量％である（水について記載した重量％は、上記に述べたように最初に加えた水にＵ
ＣＡＲエマルション中に存在する水分を加えたものである）。バッチサイズは約１ｋｇで
あった。
【００７５】
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【表４】

【００７６】
　（実施例５）
　以下の一般的な方法によって壁修理用混合物のバッチを合成した。以下の装置、すなわ
ち、Ｃｏｗｌｅｓブレードを備えた高剪断ミキサー及び低剪断（Ｈｏｂａｒｔ）ミキサー
を用いた。ＵＣＡＲ　Ｌａｔｅｘ　６２６（結合剤エマルション）は、ダウ・ケミカル社
（Dow Chemical）より入手した。Ｋ－２０ガラス気泡は、スリー・エム社（3M Company）
より入手した。炭酸カルシウムは、イー・エム・ディー・ケミカル社（EMD Chemicals）
より商品名ＣＸ０１１０５のものを入手した。Ｐｏｌｙｐｈａｓｅ　Ｐ２０Ｔ及びＭｅｒ
ｇａｌ　１９２殺菌剤は、トロイ社（Troy Corporation）より入手した。エチレングリコ
ールブチルエーテル（ＣＡＳ番号１１１－７６－２）は、ミズーリ州セントルイス所在の
シグマ・アルドリッチ社（Sigma-Aldrich）より製品番号４８、４２８－８のものを入手
した（ダウ・ケミカル社よりＢｕｔｙｌ　ＣＥＬＬＯＳＯＬＶＥの商品名で入手される製
品とほぼ同等のものと考えられる）。所望量の水を適当なサイズのビーカーに加えた後、
低速に設定したオーバーヘッド駆動式のＣｏｗｌｅｓ混合ブレードで攪拌した。次いで、
攪拌を継続しながらエチレングリコールブチルエーテル及びＭｅｒｇａｌ　１９２を加え
た。この後、高速で攪拌しながら炭酸カルシウムを加えた。次いで、このプレミックスを
以下のようにして加えた。
【００７７】
　低剪断ミキサーのボールにＵＣＡＲ　６２６及びＰｏｌｙｐｈａｓｅ　Ｐ２０Ｔを入れ
た。次いで上記のプレミックスを加え、混合物を比較的均質となるまで低速で攪拌した。
次に、低速で攪拌を継続しながらＫ－２０ガラス気泡をゆっくりと加えた。ガラス気泡の
添加が終了した後、ミキサーを高速で約１分間運転した。次いで混合用ボールを下げて、
ボールの壁をヘラで掻いて空洞やポケットが残っていないようにした。次いで混合用ボー
ルを定位置に再び戻し、ミキサーを高速で更に約１分間運転した。次いでミキサーを停止
させ、そのバッチを視察した。次いで、混合物をフタ付きのプラスチック製バケットに移
して保存した。
【００７８】
　実施例５について表５に列記したすべての成分は、調合された壁修理用混合物に対する
重量％である（水について記載した重量％は、上記に述べたように最初に加えた水にＵＣ
ＡＲエマルション中に存在する水分を加えたものである）。バッチサイズは約０．３ｋｇ
であった。
【００７９】
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【表５】

【００８０】
　（実施例６）
　以下の一般的な方法によって壁修理用混合物のバッチを合成した。以下の装置、すなわ
ち、Ｃｏｗｌｅｓブレードを備えた高剪断ミキサー、及び低剪断（Ｈｏｂａｒｔ）ミキサ
ーを用いた。ジプロピレングリコールプロピルエーテルは、ミズーリ州セントルイス所在
のシグマ・アルドリッチ社（Sigma-Aldrich）より製品番号４８４２１０のものを入手し
た（ダウ・ケミカル社よりＤｏｗａｎｏｌ　ＰｎＰの商品名で入手される製品とほぼ同等
のものと考えられる）。他の材料は、実施例３で述べたのと同様にして入手した。ＵＣＡ
Ｒ　６２６水性結合剤エマルションを、低速に設定したオーバーヘッド駆動式のＣｏｗｌ
ｅｓ混合ブレードで攪拌されている適当なサイズのビーカーに加えた。次いで、低速で攪
拌しながらＰ２０Ｔ、１９２、及びジプロピレングリコールプロピルエーテルを加えた後
、実施例３で述べたのと同様にしてＷ２１０セラミックマイクロスフェアを加えて混合し
、プレミックスを形成した。次いで、プレミックスをガラス気泡充填剤が入った混合用ボ
ールに加え、実施例３で述べたのと同様にしてプレミックスとガラス気泡とを低剪断力で
互いに混合した。次いで構成成分としての水を加えて粘度を所望の粘度に調整し、低剪断
ミキサーを短時間、バッチが均一に見えるようになるまで再び運転した。次いで、混合物
をフタ付きのプラスチック製バケットに移して保存した。
【００８１】
　実施例６について表６に列記したすべての成分は、調合された壁修理用混合物に対する
重量％である（構成成分としての水について記載した重量％は、上記に述べたように粘度
の調整のために加えた水にＵＣＡＲエマルション中に存在する水分を加えたものである）
。バッチサイズは約０．４３ｋｇであった。
【００８２】

【表６】

【００８３】
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　（実施例７）
　以下の一般的な方法によって壁修理用混合物のバッチを合成した。以下の装置、すなわ
ち、Ｃｏｗｌｅｓブレードを備えた高剪断ミキサー、及び低剪断（Ｈｏｂａｒｔ）ミキサ
ーを用いた。ジエチレングリコールモノメチルエーテルは、マサチューセッツ州ワードヒ
ル所在のアルファ・エイサー社（Alfa-Aesar）より製品番号Ａ１６０６３のものを入手し
た（ダウ・ケミカル社よりＭｅｔｈｙｌ　Ｃａｒｂｉｔｏｌの商品名で入手される製品と
ほぼ同等のものと考えられる）。他の材料は、実施例３で述べたのと同様にして入手した
。ＵＣＡＲ　６２６水性結合剤エマルションを、低速に設定したオーバーヘッド駆動式の
Ｃｏｗｌｅｓ混合ブレードで攪拌されている適当なサイズのビーカーに加えた。次いで、
低速で攪拌しながらＰ２０Ｔ、１９２、及びジエチレングリコールモノメチルエーテルを
加えた後、実施例３で述べたのと同様にしてＷ２１０セラミックマイクロスフェアを加え
て混合し、プレミックスを形成した。次いで、プレミックスをガラス気泡充填剤が入った
混合用ボールに加え、実施例３で述べたのと同様にしてプレミックスとガラス気泡とを低
剪断力で互いに混合した。次いで構成成分としての水を加えて粘度を所望の粘度に調整し
、低剪断ミキサーを短時間、バッチが均一に見えるようになるまで再び運転した。次いで
、混合物をフタ付きのプラスチック製バケットに移して保存した。
【００８４】
　実施例７について表７に列記したすべての成分は、調合された壁修理用混合物に対する
重量％である（構成成分としての水について記載した重量％は、上記に述べたように粘度
の調整のために加えた水にＵＣＡＲエマルション中に存在する水分を加えたものである）
。バッチサイズは約０．４３ｋｇであった。
【００８５】
【表７】

【００８６】
　（実施例８）
　以下の一般的な方法によって壁修理用混合物のバッチを合成した。以下の装置、すなわ
ち、Ｃｏｗｌｅｓブレードを備えた高剪断ミキサー、及び低剪断（Ｈｏｂａｒｔ）ミキサ
ーを用いた。トリプロピレングリコールメチルエーテルは、ミズーリ州セントルイス所在
のシグマ・アルドリッチ社（Sigma-Aldrich）より製品番号３０２８６－４のものを入手
した（ダウ・ケミカル社よりＤｏｗａｎｏｌ　ＴＰＭの商品名で入手される製品とほぼ同
等のものと考えられる）。他の材料は、実施例３で述べたのと同様にして入手した。ＵＣ
ＡＲ　６２６水性結合剤エマルションを、低速に設定したオーバーヘッド駆動式のＣｏｗ
ｌｅｓ混合ブレードで攪拌されている適当なサイズのビーカーに加えた。次いで、低速で
攪拌しながらＰ２０Ｔ、１９２、及びトリプロピレングリコールメチルエーテルを加えた
後、実施例３で述べたのと同様にしてＷ２１０セラミックマイクロスフェアを加えて混合
し、プレミックスを形成した。次いで、プレミックスをガラス気泡充填剤が入った混合用
ボールに加え、実施例３で述べたのと同様にしてプレミックスとガラス気泡とを低剪断力
で互いに混合した。次いで構成成分としての水を加えて粘度を所望の粘度に調整し、低剪
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物をフタ付きのプラスチック製バケットに移して保存した。
【００８７】
　実施例８について表８に列記したすべての成分は、調合された壁修理用混合物に対する
重量％である（構成成分としての水について記載した重量％は、上記に述べたように粘度
の調整のために加えた水にＵＣＡＲエマルション中に存在する水分を加えたものである）
。バッチサイズは約０．４３ｋｇであった。
【００８８】
【表８】

【００８９】
　（実施例９）
　以下の一般的な方法によって壁修理用混合物のバッチを合成した。以下の装置、すなわ
ち、Ｃｏｗｌｅｓブレードを備えた高剪断ミキサー、及び低剪断（Ｈｏｂａｒｔ）ミキサ
ーを用いた。トリエチレングリコールモノ－ｎ－ブチルエーテルは、日本の東京所在の東
京化成工業株式会社より製品番号Ｔ０９１５のものを入手した（ダウ・ケミカル社よりＢ
ｕｔｏｘｙｔｒｉｇｌｙｃｏｌの商品名で入手される製品とほぼ同等のものと考えられる
）。他の材料は、実施例３で述べたのと同様にして入手した。ＵＣＡＲ　６２６水性結合
剤エマルションを、低速に設定したオーバーヘッド駆動式のＣｏｗｌｅｓ混合ブレードで
攪拌されている適当なサイズのビーカーに加えた。次いで、低速で攪拌しながらＰ２０Ｔ
、１９２、及びトリエチレングリコールモノ－ｎ－ブチルエーテルを加えた後、実施例３
で述べたのと同様にしてＷ２１０セラミックマイクロスフェアを加えて混合し、プレミッ
クスを形成した。次いで、プレミックスをガラス気泡充填剤が入った混合用ボールに加え
、実施例３で述べたのと同様にしてプレミックスとガラス気泡とを低剪断力で互いに混合
した。次いで構成成分としての水を加えて粘度を所望の粘度に調整し、低剪断ミキサーを
短時間、バッチが均一に見えるようになるまで再び運転した。次いで、混合物をフタ付き
のプラスチック製バケットに移して保存した。
【００９０】
　実施例９について表９に列記したすべての成分は、調合された壁修理用混合物に対する
重量％である（構成成分としての水について記載した重量％は、上記に述べたように粘度
の調整のために加えた水にＵＣＡＲエマルション中に存在する水分を加えたものである）
。バッチサイズは約０．４３ｋｇであった。
【００９１】
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【表９】

【００９２】
　（実施例１０）
　以下の一般的な方法によって壁修理用混合物のバッチを合成した。以下の装置、すなわ
ち、Ｃｏｗｌｅｓブレードを備えた高剪断ミキサー及び低剪断（Ｈｏｂａｒｔ）ミキサー
を用いた。ジプロピレングリコールジメチルエーテルは、ミズーリ州セントルイス所在の
シグマ・アルドリッチ社（Sigma-Aldrich）より製品番号５２０４６２のものを入手した
（ダウ・ケミカル社よりＰｒｏｇｌｙｄｅ　ＤＭＭの商品名で入手される製品とほぼ同等
のものと考えられる）。他の材料は、実施例３で述べたのと同様にして入手した。ＵＣＡ
Ｒ　６２６水性結合剤エマルションを、低速に設定したオーバーヘッド駆動式のＣｏｗｌ
ｅｓ混合ブレードで攪拌されている適当なサイズのビーカーに加えた。次いで、低速で攪
拌しながらＰ２０Ｔ、１９２、及びジプロピレングリコールジメチルエーテルを加えた後
、実施例３で述べたのと同様にしてＷ２１０セラミックマイクロスフェアを加えて混合し
、プレミックスを形成した。次いで、プレミックスをガラス気泡充填剤が入った混合用ボ
ールに加え、実施例３で述べたのと同様にしてプレミックスとガラス気泡とを低剪断力で
互いに混合した。次いで構成成分としての水を加えて粘度を所望の粘度に調整し、低剪断
ミキサーを短時間、バッチが均一に見えるようになるまで再び運転した。次いで、混合物
をフタ付きのプラスチック製バケットに移して保存した。
【００９３】
　実施例１０について表１０に列記したすべての成分は、調合された壁修理用混合物に対
する重量％である（構成成分としての水について記載した重量％は、上記に述べたように
粘度の調整のために加えた水にＵＣＡＲエマルション中に存在する水分を加えたものであ
る）。バッチサイズは約０．４３ｋｇであった。
【００９４】

【表１０】

【００９５】
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　物理的特性
　本発明者らは、実施例１～１０の組成及び方法に従って調製した試料が、有利に滑らか
な粘稠度、塗り広げやすさ、及び垂直な壁に塗布される際に垂れさがったり、流れたり、
落ち込んだりしないような耐性を示すことを見出した。
【００９６】
　収縮率の測定
　本明細書で述べる壁修理用混合物は、水並びに一般的なオイル及び液体よりも密度（比
重）が低いため、置き換えられる液体の量を測定することに基づいた従来の収縮率の測定
法によって混合物の特性評価を行うことは容易ではなかった。このため、収縮率を求める
ための簡単な半定量的方法が開発された。直径約８．９ｃｍ（３．５インチ）、深さ約１
．０ｃｍ（０．４インチ）のフタ（３．８Ｌ（１ガロン）のガラスジャーのもの）を壁修
理用混合物の試料で完全に満たした。試料の露出した面（上面）を、幅広のパテナイフで
試料の表面上をなでることによってフタの上縁部と同じ高さとなるようにならした。次い
で、試料を周囲（室内）条件下で３日間乾燥させた。
【００９７】
　３日間の乾燥の終了後、試料にひび割れがないか調べた。試料を収縮についても調べた
（乾燥した壁修理用混合物の露出面がフタの上縁部よりも下に凹むかたちで現れる）。こ
うした凹みを測定して試料中の材料の体積と組み合わせて用いることによって、乾燥時に
生ずる収縮の半定量的な推定値を得ることができる。
【００９８】
　実施例１～１０の組成及び方法に従って調製した試料では、ひび割れはまったく観察さ
れなかった。これらの試料では、フタの周縁部に対する露出面の凹みは肉眼で観察される
量以下であった。肉眼で観察することが可能なこうした凹みの最小量は、本発明者らによ
れば千分の数インチと推定されることから、これらの試料は控えめに見積もって乾燥時の
収縮率が約２．５％未満であると推定された（例えば、０．０２５ｃｍ（０．０１０イン
チ）（一万分の２．５４ｃｍ（１インチ）／１．０ｃｍ（０．４インチ）））。
【００９９】
　上記に述べた試験及び試験結果は予測ではなくあくまで説明を目的としたものであって
、試験方法が変われば異なる結果が得られることが予想される。実施例の項における定量
的な値はすべて、用いられる方法にともなう一般的に知られた許容誤差を考慮した近似的
な値であるものと理解される。上記の詳細な説明及び実施例はあくまで理解を助けるため
に示したものである。これらから不要な限定をするべきではない。
【０１００】
　以上、本発明の多くの実施形態について述べた。しかしながら、本発明から逸脱するこ
となく様々な改変を行いうることが理解されるであろう。本明細書に示した指標の範囲内
で、特定の目的で望まれるように壁修理用混合物の組成を変えることが可能である。例え
ば、本発明者らは、調合物中のガラス気泡の量をセラミックマイクロスフェアの量に対し
て増やすことによって、サンディングが容易な乾燥した混合物が得られることを見出した
。更なる実施例では、本発明者らは、調合物中のセラミックマイクロスフェアの量をガラ
ス気泡の量に対して増やすことによって、より硬度の高い乾燥した混合物が得られること
を見出した。こうした調整を行ううえで、又は一般的に、混合物の粘度は、水性結合剤ラ
テックスの量及び／又は添加する水の量を増やすかあるいは減らすことによって望みどお
りに変化させることができる。本発明者は、こうした変更及び組み合わせはすべて、考案
された発明の範囲に含まれるものと考える。したがって、これらの実施形態はすべて、以
下の特許請求の範囲に含まれるものである。
　本願発明に関連する発明の実施形態について以下に列挙する。
[実施形態１]
　壁修理用混合物であって、
　約２０重量％～約８０重量％の水性ラテックス結合剤エマルションと、
　そのほぼ１００重量％が合成無機充填剤によって構成される約２０重量％～約７０重量
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％の無機充填剤系と、
　少なくとも１個のエーテル結合を有し、かつ１個以下の水酸基を有する約０．０２５重
量％～約２．５重量％の少なくとも１種類の有機エーテル平滑剤と、
　約０．１重量％未満の有機ポリマー増粘剤と、
　を含む、壁修理用混合物。
[実施形態２]
　前記合成無機充填剤がほぼ球形の合成粒子を含み、前記粒子が比較的大径のガラス気泡
と比較的小径のセラミックマイクロスフェアとを含み、前記セラミックマイクロスフェア
の中央粒径に対する前記ガラス気泡の中央粒径の比が約５：１～約４０：１の範囲内であ
る、実施形態１に記載の混合物。
[実施形態３]
　前記セラミックマイクロスフェアの中央粒径に対する前記ガラス気泡の中央粒径の比が
約１０：１～約３０：１の範囲内である、実施形態２に記載の混合物。
[実施形態４]
　前記ガラス気泡の中央粒径の比が約３０ミクロン～約６５ミクロンの範囲内であり、前
記セラミックマイクロスフェアの中央粒径が約２ミクロン～約１０ミクロンの範囲内であ
る、実施形態２に記載の混合物。
[実施形態５]
　前記セラミックマイクロスフェアに対する前記ガラス気泡の重量比が約１：１～約３：
１である、実施形態２に記載の混合物。
[実施形態６]
　前記合成無機充填剤が約０．５重量％未満の結晶性物質を含む、実施形態１に記載の混
合物。
[実施形態７]
　前記無機充填剤系が前記混合物の約３０重量％～約６０重量％を構成する、実施形態１
に記載の混合物。
[実施形態８]
　前記無機充填剤系が前記混合物の約４０重量％～約５０重量％を構成する、実施形態７
に記載の混合物。
[実施形態９]
　前記有機エーテル平滑剤が前記混合物の約０．０５重量％～約１．５重量％で存在する
、実施形態１に記載の混合物。
[実施形態１０]
　前記有機エーテル平滑剤が前記混合物の約０．１５重量％～約０．５重量％で存在する
、実施形態９に記載の混合物。
[実施形態１１]
　前記少なくとも１種類の有機エーテル平滑剤がちょうど１個の水酸基とちょうど１個の
エーテル結合とを有し、プロピレングリコールブチルエーテル、プロピレングリコールメ
チルエーテル、プロピレングリコールプロピルエーテル、プロピレングリコールフェニル
エーテル、エチレングリコールブチルエーテル、エチレングリコールプロピルエーテル、
エチレングリコールヘキシルエーテル、及びエチレングリコールフェニルエーテル、並び
にこれらの混合物からなる群から選択される、実施形態１に記載の混合物。
[実施形態１２]
　前記少なくとも１種類の有機エーテル平滑剤がちょうど１個の水酸基とちょうど２個の
エーテル結合とを有し、ジプロピレングリコールブチルエーテル、ジプロピレングリコー
ルメチルエーテル、ジプロピレングリコールプロピルエーテル、ジエチレングリコールブ
チルエーテル、ジエチレングリコールメチルエーテル、ジエチレングリコールヘキシルエ
ーテル、及びジエチレングリコールエチルエーテル、並びにこれらの混合物、並びにこれ
らとちょうど１個のエーテル結合を有する有機エーテルとの混合物からなる群から選択さ
れる、実施形態１に記載の混合物。



(23) JP 5600102 B2 2014.10.1

10

20

30

40

[実施形態１３]
　前記少なくとも１種類の有機エーテル平滑剤がちょうど１個の水酸基とちょうど３個の
エーテル基とを有し、トリプロピレングリコールメチルエーテル、トリエチレングリコー
ルブチルエーテル、トリエチレングリコールエチルエーテル、トリエチレングリコールメ
チルエーテル、並びにこれらの混合物、並びにこれらと１個又は２個のエーテル結合を有
する有機エーテルとの混合物からなる群から選択される、実施形態１に記載の混合物。
[実施形態１４]
　前記少なくとも１種類の有機エーテル平滑剤が水酸基を有さず、かつ少なくとも１個の
エーテル結合を有し、ジプロピレングリコールジメチルエーテル、プロピレングリコール
メチルエーテルアセテート、ジプロピレングリコールメチルエーテルアセテート、エチレ
ングリコールブチルエーテルアセテート、ジエチレングリコールブチルエーテルアセテー
ト、並びにこれらの混合物、並びにこれらとちょうど１個の水酸基を有する有機エーテル
との混合物からなる群から選択される、実施形態１に記載の混合物。
[実施形態１５]
　約０．０５重量％未満の有機ポリマー増粘剤を含む、実施形態１に記載の混合物。
[実施形態１６]
　約０．０２重量％未満の有機ポリマー増粘剤を含む、実施形態１５に記載の混合物。
[実施形態１７]
　約０．１重量％未満の無機増粘充填剤粘土を含む、実施形態１に記載の混合物。
[実施形態１８]
　約０．１重量％未満の低分子量ポリヒドロキシ添加剤を含む、実施形態１に記載の混合
物。
[実施形態１９]
　前記水性ラテックス結合剤エマルションが、１５℃～３５℃のガラス転移温度を有する
結合剤を含む、実施形態１に記載の混合物。
[実施形態２０]
　前記水性ラテックス結合剤エマルションが、２０℃～３０℃のガラス転移温度を有する
結合剤を含む、実施形態１９に記載の混合物。
[実施形態２１]
前記水性ラテックス結合剤エマルションが、混合物の約３０重量％～約７０重量％を構成
する、実施形態１に記載の混合物。
[実施形態２２]
前記水性ラテックス結合剤エマルションが、混合物の約４０重量％～約６０重量％を構成
する、実施形態２１に記載の混合物。
[実施形態２３]
前記水性ラテックス結合剤エマルションがアクリル結合剤を含む、実施形態１に記載の混
合物。
[実施形態２４]
約０．１重量％～約０．８重量％の防腐剤を更に含む、実施形態１に記載の混合物。
[実施形態２５]
オイル、ワックス、及びこれらの混合物からなる群から選択される１つ以上の塵芥低減剤
を更に含む、実施形態１に記載の混合物。
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